




要約:重症の症候性動脈管開存症(PDA)を合併した低出生体重児5例を対象として、経過を

追って気道液中の顆粒球 elastase-α1-proteinase複合体(E-α1-PI)と腫瘍壊死因子(TNF

α)を測定した。E-α1-PIと TNFαはいずれも、症候性 PDA の出現とともに上昇し、各々対

照検体の平均値の約2倍及び 5倍の高値を示した。又、閉鎖後は対照域に低下する変動パ

ターンを示した。最も体重が重く、人工換気期間の短い 1例を除き他の4例は慢性肺障害

(CLD)に進展した。 


